
～地域の将来のまちづくりを考えてみませんか～

詳しくは裏面をご覧ください

久留米大学 基盤教育研究センター

中村 寛樹 教授ワークショップコーディネーター

久留米市では、「優しさ 豊かさ 輝き あふれるまち」を将来都市像とし、
市民の皆様の意見を反映しながら、「久留米市都市計画マスタープラン」の改定を行います。

改定に際し、将来のまちの姿や必要な取り組みを考えるワークショップを開催します。

＼参加者募集／

ワークショップの概要

会場 久留米シティプラザ 大会議室

・将来の
まちづくりを想像する

・まちづくりに
必要な取組を考える

◆理想のまちづくりを描く

自学２ 第２回ワークショップ

令和8年7月18日（土） １０：００～１２：００

都市計画マスタープランとは
『これからのまちをどんな姿にしていくか』をまとめた、まちづくりの基本方針です。

・まちあるきをする

・地域の現状を認識する

・地域の課題を考える

・地域の魅力を考える

自学１

◆まちづくりのヒントを探す
（現状・課題・魅力の共有）

第１回ワークショップ

令和8年６月２７日（土） １０：００～１２：００

◆講演：中村教授

プロフィール：久留米大学教授、サイバー大学客員教授。久留米大学附設中学・高等学校、東京工業大学・大学院卒業。
博士（工学）。九州大学、東京大学社会科学研究所准教授等を経て現職。地域づくりなどの研究・教育に従事。また、元
吉本興業会長の大﨑洋氏が立ち上げた（一社）mother ha.haに契約プロフェッショナルとして参画し、創作活動（楽
曲・映像制作など）や文化・芸術・教育の振興を通じた地域づくりを実践。久留米を題材にした楽曲映像がパリ国際映
画祭最優秀ミュージックビデオ受賞。著書に「はじめてのアントレプレナーシップ論」（中央経済社）、「持続可能なまちづ
くり」（中央経済社）、「新国富論」（岩波ブックレット）など。



久留米市都市計画マスタープランにおける「地域生活拠点」（エリア）ごとの班にわかれ、
将来のまちづくり、必要な取組、自分たちにできること等について考えていただきます。

テーマ 『将来のまちの姿とわたしたちにできること』

ワークショップのテーマ

参加方法

募集期間 令和８年５月１日（金）～令和８年５月２９日（金）１７時まで

参加条件 市内在住または市内に通勤・通学されている１５歳以上の方

２回全てに参加できる方

定 員 各拠点（エリア） ６名程度
（申し込み多数の場合は抽選となりますが、幅広い意見をいただくため、
世代のバランスを考慮させていただくことがあります。）
必ず参加希望するエリア（最大第３希望まで）を入力してください。
参加者が決定しましたら、６月５日までにメール又は電話でご連絡します。

申し込み QRコードのオンラインフォームから参加申込をお願いします。
都市計画課窓口、ＦＡＸでも受け付けています。

その他 参加当日は、できるだけ公共交通でのご来場にご協力をお願いいたします。
また、参加者の方には、交通費相当額（市規定）をお渡しします。
参加者のみなさまには、ワークショップ前に自学をお願いする予定です。
自学については、別途お知らせします。
ワークショップの様子などの写真を、冊子や広報に載せる場合があります。

参加費

無 料

久留米市役所 都市建設部 都市計画課 担当：岩谷、内藤
☎０９４２－３０－９０８３ Mail: toshikei@city.kurume.lg.jp

例：歴史伝統、商店街、果樹、植
木・苗木、駅周辺、公共交通
など

田主丸エリア

例：歴史伝統、小中学校、駅周
辺、交通利便性（道路）、
公共交通など

善導寺エリア

例：筑後川、公園、農産物、歴史
伝統、駅周辺、公共交通など

北野エリア

エリアごとのキーワード

例：筑後川、産業、医療、農産物、
公共交通など

宮ノ陣エリア

例：歴史伝統、交通利便性
（道路）、工場、農産物、
公共交通など

城島エリア

例：歴史伝統、駅周辺、住宅
地、公共交通など

大善寺エリア

例：公園、住宅地、農産
物、公共交通など

三潴エリア

例：駅、交通利便性（道
路）、公共交通など

荒木エリア

QRコードはこちら▶▶▶

問い合わせ

※各エリアのキーワードは、例として記載しております。


